
 現在、独身でいる理由  年代別に見た恋愛結婚・見合い結婚構成の推移
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秋田市・男性（30代）

（平成22年度に県で募集した結婚についてのエピソードより）

「帰郷し、結婚！両親がそばにいて何かと助けてくれる」
 （男性）

「子育てを考えるとやっぱりいい環境」（女性）

「海や山に囲まれている秋田を、夫婦で満喫」（女性）

「のんびりとした環境が自分に合っている」（女性）

「 ”マイホームの夢” が現実的になった」（男性）

【一般社団法人あきた結婚支援センター】

【結婚エピソード】

「大切な家族がいることの幸せ」
【結婚している夫婦のつぶやき】

秋田で結婚して良かったなぁと
思えることは？

voicevoice

　今、私は結婚してから、とても幸せな毎日を過ごしています。
　独身時代は、私にとって仕事が全てでした。しかし、結婚して
私は仕事以上に大切な家族を手に入れました。
　妻と長男は、私にとって何よりもかけがえのない大切な宝で
す。私にとって家族への愛は、私が生きるためのエネルギー源
です。家族がいるから心が充実し、生きる目的もできました。私
が望むのは、大切な妻と長男の幸せ=私の幸せ。
　家族との生活に幸せを感じています。

行政も出会い・結婚を支援！

◉ あなたは結婚の長所や短所はどんなこと

だと感じますか。

◉自分の結婚観について話してみましょう。

資料：国立社会保障・人口問題研究所「出生動向基本調査」
（平成27年）
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まだ若いから
まだ必要性を感じない

仕事や学業に打ち込みたい
趣味や娯楽を楽しみたい

自由や気楽さを失いたくない
結婚したいと思う異性とめぐり会わない

異性とうまくつきあえない
結婚資金が足りない

結婚相手や家族を扶養するだけの収入がない
結婚のための住居のめどがたたない

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から
既に結婚が決まっている

その他

　 にあるとおり、「独身でいる理由」の中で最も多いものが

「結婚したいと思う異性とめぐり会わない」です。

　結婚する・しないは本人の意思により決めるものですが、

結婚はしたいけれど異性と出会う機会がないという人が多く

いるとすれば、何か支援をしていく必要があるといえます。

　そのため、平成23年4月に県や全市町村、民間団体が共同

で「あきた結婚支援センター」を設立し、結婚を望む方から

会員登録してもらい、その情報をパソコンで検索できる事業

を始めました。名前などの個人情報を伏せたうえで、希望の

方とお会いし、お互いが同意すれば交際がスタートします。

　現在、大館市・秋田市・横手市の3か所にセンターが常設さ

れているほか、モバイル端末を利用したサテライト、出張セ

ンターを各地で開設し、広く出会いを支援しています。
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資料：秋田県人口問題対策課「少子化・子育て施策等に関する調査」
（平成27年）
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　１対１の個別の出会い以外にも、「すこやかあきた出会い

応援隊」としてセンターに登録し、出会いの場の創出に取り

組んでいる企業や店舗、民間団体の皆さんが、それぞれの特

性を生かし、パーティー形式やレジャー形式、体験教室など

独身男女の交流を図るイベントを企画運営しています。

平成28年度には、およそ3，000人が出会い・婚活イベントに参加しました！

５秋田の結婚事情

１

 理想の子どもの数と予定する子どもの数

 理想とする子どもの人数が持てないと思う理由

　将来のライフプランを考えるうえで、結婚をするかしないかとともに、子どもを持つかどうか、持つとすればいつ、何人かということも
大きな事案です。現実には希望どおりにいかない面（ ） もありますが、自分の理想について考えてみましょう。

　幼稚園・保育所から高校生までの子どもの保護者
へのアンケートでは、理想とする子どもの数は「3人」
という答えが最も多く、50%を超えています。一方
で、現在の子どもの数を含めて実際に何人の子どもを
もうけるつもりかを尋ねると「2人」という答えが最も
多くなります。（ ）
　こうした差が生じる理由として、「子育てや教育に
お金がかかりすぎる」「自分の仕事に差し支える」「高
年齢」といった回答が上位を占めています。（ ）

◉ あなたは、子どもを持ちたいと考えていますか?持ちたい場合は、理想の人数やそう考える理由を、持ちたくな

い場合はその理由を考えてみましょう。

◉子どもを持とうとするうえで、あなたにとって気になることや不安なこと、心配なことは何ですか?

◉ 「現実の子どもの数が理想の子どもの数よりも少ない理由」（上図 ）で上位になっている理由に対して、どの

ような支援が必要だと思いますか?

　秋田県では、子育てを支える制度がいろいろ整えられてきています。子育て支援の仕組みは全国で一律に実施され
ているものばかりでなく、地域によって異なる支援も行われています。将来子育てをするときには、こうした制度などを
考慮することも大切です。

理想の子どもの数・予定する子どもの数

資料：秋田県人口問題対策課「少子化・子育て施策等に関する調査（平成27年）」
※予定する子どもの数は現在の子どもの数を含む
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資料：秋田県人口問題対策課「少子化・子育て施策等に関する調査（平成27年）」
※複数回答

子育てや教育にお金がかかりすぎる

高年齢

自分の仕事（勤めや家族）に差し支える

育児の心理的・身体的負担等に耐えられない

ほしいけれどもできない

健康上の理由

家が狭い

子どもがのびのび育つ環境ではない

自分や夫婦の生活を大切にしたい
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